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会社概要 

商     号 アイスタディ株式会社 

本社所在地 〒141-0021 東京都品川区上大崎二丁目25番2号 

代表電話 03（6683）3015 

事業内容 ・企業向け学習管理システムの開発および販売（LMS)  
・Oracle認定研修・IBM認定研修 
・eラーニング学習ソフトウェアの販売（コンテンツ） 

設  立 1997年6月12日 

資本金 350百万円 

役  員 代表取締役社長       
取締役副社長          
取締役（監査等委員）     
取締役（監査等委員）     
取締役（監査等委員）      

従業員数 32名（2016年6月30日現在） 

2002年12月 東証マザーズ上場 
2014年  ８月 東証二部へ市場変更（コード 2345） 

船岡 弘忠 
間下 浩之 
廣田 大介 
加藤 正彦 
大川 成儀 
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直近の主なトピック 

アイスタディ株式会社へ社名を変更 
                  （2016年4月1日付） 
 同時に本店所在地を品川区に変更 
 オラクル認定研修目黒会場の開設 
 

流通株式時価総額の上場廃止基準抵触の解除 

ブイキューブグループとのサービス連携を推進中 

Oracle University Partner Awardで7年連続受賞 
 



2016年12月期 第1四半期業績 
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売上高は、前年同期比3.4％減少 
販管費は、体制強化のための人件費増加等により前年同期比14.1％増加 
今後の業績向上のための準備費用増加により営業損失は前年同期より増加 

単位：百万円 

  
前期 

2016年3月期 
1Q 

百分比 
当期 

2016年12月期
1Q 

百分比 
前年 

同期比 

売上高 112 100.0% 109 100.0% -3.4% 
売上原価 62 55.5% 58 53.2% -7.3% 
売上総利益 50 44.5% 51 46.8% 1.6% 
販管費 57 50.6% 65 59.7% 14.1% 
営業利益 -6 - -14 - - 
経常利益 -10 - -16 - - 
四半期純利益 -10 - -16 - - 

※当社は当期より決算期を3月31日から12月31日に変更しております。当期につきまして
は2016年4月1日～2016年12月31日までの9カ月間となっております。 
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セグメント事業の主要サービス別売上高推移 

新規受注増加によりフロー型売上は上昇 
ストック型売上は契約終了発生により減少 
したものの、今後は新規受注により売上高上昇を 
想定 
 

★ LMS Cloud
利用人数313,700
人から319,200人
に増加 

単位：百万円 
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 貸借対照表概要 
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単位：百万円 

財務体質については特に大きな変動なし 
自己資本比率78.7％ 

  2016年3月31日現在 構成比 2016年6月30日現在 構成比 

流動資産 575 61.7% 584 64.5% 
有形固定資産 20 2.2% 20 2.3% 
無形固定資産 4 0.5% 9 1.1% 
投資等 332 35.6% 290 32.1% 
資産合計 933 100.0% 905 100.0% 
流動負債 195 21.0% 150 16.6% 
固定負債 - - 41 4.5% 
負債合計 195 21.0% 191 21.1% 
純資産 737 79.0% 713 78.9% 
負債純資産合計 933 100.0% 905 100.0% 



２０１６年１２月期見通し 
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 2016年12月期 業績予想 決算期 変更 
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単位：百万円 

売上高は対前期比38.7％増、 営業利益は黒字
転換を目指す。 
売上高：新規顧客の獲得と既存大手顧客の新規プロジェクト 
販管費：イベント、セミナー等 認知度向上と将来の拡販に向けた営
業人員の増強等の成長投資 

  
（ご参考） 

2015年4月～12月
累計実績 

2016年12月期 増減額 増減率 

売上高 360  500  140  38.7% 

売上原価 215  260  45  21.2% 

売上総利益 145  239  94  64.6% 

販管費 166  228  62  37.5% 

営業利益 -20  10  30  - 

経常利益 -25  4  29  - 

当期純利益 92  4  -88  -96% 



事業戦略 
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経験管理 研修管理 E-Learning 
学習管理 

スキル管理 
（現状分析） 

ITスキル診断 
ITSS 
ETSS 

業務スキル 研修情報登録 

研修受講管理 コンピテンシ 

iStudy汎用教材学習 

スキルリポジトリ 

資格登録 

ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾝﾃﾝﾂ作成 
ﾂｰﾙ（ｱﾆﾒｰｼｮﾝ/動画/音声) 

潜在能力スキル診断 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

目標管理（達成度/資格取得/スキルアップ) ペーパーレス研修 

大きく４つの機能から構成されています。 

1. スキル管理：スキル（知識）はあるのか/上がっているのか 

2. 経験管理： どんな経験/作業をしているのか 

3. 研修管理： 研修立案や各種研修受講を管理 

4. E-Learning：E-Leaningによる学習 

     独自コンテンツ作成ツールiStudy Creator 

             

学習進捗管理 
マネージャ機能 

iStudy Enterprise Server 

オリジナルスキル診断※ 

※カスタマイズが含まれます 

研修運営管理 

年間研修計画管理 

PDFビュ-ワー  
iStudy Viewer 

ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽﾋﾞｭ-ﾜｰ 
iStudy WorkPlace 

ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽﾋﾞｭ-ﾜｰOP 
Secure Access Client 

ﾊﾞｰﾁｬﾙ演習環境 

多言語対応（日・英・中） 

Learning Servise 

11 
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当社の三つの財産  その① 



その他大手金融機関、官公庁などを中心に多くのお客様にご利用いただいております 

当社の三つの財産  その② 
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健全な財務体質  
    

12年連続自己資本比率80％以上 
安定したキャッシュ・フロー経営    

当社の三つの財産  その③ 



当社の特長 

OracleやIBMなどの認定研修を 
数多く実施。 
社内に研修会場も完備 

企業研修を提供しているノウハウを基に開発されたLMSやコンテンツは、 
企業内教育において必要とされる機能や内容を網羅しており、 
他のシステム提供会社にはない弊社の大きな特長であります。 

研修、E-Learningの管理と 
企業独自コンテンツ作成が可能 
大規模システムの導入実績 
（大手金融、メーカーなど） 

自社開発コンテンツに加え、 
他社のコンテンツもシステム内で利用可能 コンテンツ 

研修/E-Learning 

Learning Management System 

14 
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海外企業 

塾 

高校 

中学校 

K-12（ 幼稚園～高校）  から  企業研修、 一般研修まで幅広く 対応可能に。 

一般研修 

小学校 

国内企業 社内研修 (V-CUBE Seminar) 

教室内 リ  アルタ イム双方向 オンデマン ド / コ  ンテン ツ  学習管理 

学習管理システム（ LMS） 
出席管理システム  

学校・ 家庭間コミュニケーション 

テスト  

宿題提出管理   

校務情報化の各種機能 

大教室型 (V-CUBE Seminar)  

少人数型 (V-CUBE Meeting)  

拠点間型 (V-CUBE Meeting) 

ラ  イ  ブ

自動 

録画 
(V-CUBE Seminar)  
(V-CUBE Video) 

パート  ナーに供給  

学習管理システム（LMS） 

iStudy LMS 延べ410社 

eラ ーニング（ iStudy） 

国内企業向け研修サービス市場  5100億円 
国内教育関連市場   2568億円 

コ   

ン   

テ   

ン   

ツ   

作  

成  

機  

能 

(xSync) 

大学 

 
 

拠点間型 
(xSync Prime) 

簡易的な  
反転授業  
コンテンツ  
作成機能  
 
英中１万  
以上の  
コンテンツ  

電子黒板を  
利用した  
アクティブ  
ラーニング  

延べ91万ライセンス 

教育・研修セクターへのブイキューブグループ戦略 



2016年度事業戦略 

①販路拡大 
 ・ブイキューブグループ 
 ・日本IBM/日本IBMビジネスパートナー 
 ・日本ユニシス 
 ・その他ブイキューブグループ代理店 
 

②システム連携/技術活用 
 ・ブイキューブグループサービス 
 ・日本マイクロソフト 
 ・日本IBM 
 

③新規市場への参入 
 ・日本国内/海外における文教市場 
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ブイキューブグループシナジー 

協業戦略 
営業計画 
お客様紹介 

各イベントに 
グループとして

出展 

グループの 
豊富な品ぞろえ 

地方銀行 

保  険 

製薬会社 
eｔｃ 

IBM Watson 
Summit2016  

教育ITソリューション
Expo 2016 

HR EXPO 

LMS 
 

V-CUBEセミナー・ 
ミーティング 

ＸＳync 



システム連携：V-CUBEセミナーとの連携サービス 

LMS 

システム連携 

18 ＜V-CUBEセミナー連携提供開始（7月～）＞ 



イベント出展 

IBM Watson Summit 2016 2016年5月24日（火）～26日（木） 

来場者数：10,317名主催者公表 
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イベント出展 

教育ITソリューションExpo 2016年5月18日（水）～20日（金） 

来場者数：30,422名（3日間合計）主催者調べ 
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イベント出展 

第4回 HR EXPO 2016年7月13日（水）～15日（金） 

来場者数：40,174名主催者公表（総務・人事・経理ワールド2016 総数） 
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HPリニューアル  2016年7月7日オープン 

イメージ図 
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Oracle University Partner Award 2016 受賞 
 

★ Excellent Partner 2016 受賞 
 （パートナー企業の中から研修ビジネスにおいて著しい功績を残したパートナーに贈られる賞） 

★ Excellent Instructor 2016 受賞 
   （研修を受講したお客様より高い評価を得たインストラクターに贈られる賞） 
  

当社では、3名の
インストラクター
が受賞いたしまし
た 
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本日はありがとうございました。 


	２０１6年12月期（第21期）�第1四半期決算説明会資料
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	当社の三つの財産　　その①
	スライド番号 12
	当社の三つの財産　　その③
	当社の特長
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

